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SUMMARY : In this paper, I will describe the accent system of nouns of the Yeosu
Dolsan Island dialect located in Jeollanam-do, Korea, and will consider the compound
rules. I analyze the Dolsan Island dialect as a two-pattern accent system, in which the
pattern where the first two syllables are pronounced high pitch（α）and the pattern
where only the penultimate is pronounced high pitch（β）are distinguished. I would
like to point out that the accent features are similar to the Gyeongsang dialects.
Regarding the compound noun,（with the exception of some combination）basically,
first element（X） becomes the accent of the compound noun（Z）. But, many
compound nouns appear in accent pattern β when it comes to four syllables or more,













5．1．1 Xが α の複合名詞
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語声調 1音節語 2音節語 3音節語 4音節語
A 上昇型 ○［◎］ ○［○］◎ ○［○］○◎ ○［○］○○（○［○○］○）
B 平板型 ［○］◎ ［○○］◎ ［○○］○◎ ［○○］○○（［○○○］○）
C 下降型 ［○］◎ ［○］○◎ ［○］○○◎ ［○］○○○
表1 麗水方言のアクセント体系（田村 宏）
1音節語 2音節語 3音節語 4音節語 5音節語
Ａ ○［◎］ ○［○］◎ ○［○］○◎ ○［○］○○◎ ○［○］○○○◎
Ｂ
［○］◎
［○○］◎ ［○○］○◎ ［○○］○○◎ ［○○］○○○◎
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方言と同様に，語頭でしか現れない。子音は標準語と一致する。本稿を通して
以下の音素表記を用いて表記する。
・短母音：/i,‐i , u, o, e, e, a/ ・長母音：/i:,‐i :, u:, o:, e:, e:, a:/

























1音節語 2音節語 3音節語 4音節語 5音節語
α ［○］］ ［○］○ ［○○］○ ［○○］○○ ［○○］○○○
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⑴ 単独 -i/-ka（～が） -ita/-ta（～だ） -pota（～より）
pi（雨） ［○］］ ［○］◎ ［○］◎ ［○◎］◎








⑵ 単独 -ita/-ta（～だ） -pota（～より）































































⑷ 単独 -ita/-ta（～だ） -pota（～より）
ke:（犬） ［○：］］ ［○：］◎ ［○：◎］◎
ka:mki（風邪）［○：］○ ［○：○］◎ ［○：○］◎◎
（～［○：○◎］◎）
i:jaki（話） ［○：○］○ ［○：○］○◎ ［○：○］○◎◎
（～［○：○○］◎） （～［○：○○◎］◎）
s e: c e m eri ［○：○］○○ ［○：○］○○◎ ［○：○］○○◎◎

















⑸ 単独 -i/-ka（～が） -ita/-ta（～だ）
pe（梨） ［○］］ ［○］◎ ［○］◎
mar（馬） ［○］］ ［○］◎ ［○◎］◎12）
これに対して，特殊付属語が付くと⑹のように○［◎］◎となり，α 系列の
［○◎］◎と区別される。13）
⑹ 単独 -pota（～より） -k’aci（～まで）
pe（梨） ［○］］ ○［◎］◎ ○［◎］◎




① ［○］］（β） ［○］］（α） ［○］○／［○○］◎（α）
k‐im（金） ＋ pit（色） → k‐imp’it（金色）／ k‐imp’it-i（金色が）
② ［○］］（β） ［○］○（β） ○［○］○／○○［○］◎（β）
k‐im（金） ＋ pinj e（簪） → k‐impinj e（金の簪）／ k‐impinj e-ka（金の簪が）
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⑺ ⅰ） sur（お酒） sur-ita（～だ） sur-pota（～より）
山清方言 ［○］］（①型） ［○］◎◎ ○［◎］◎
突山島方言 ［○］］（β） ［○◎］◎ ○［◎］◎
ⅱ） ima（額） ima-ta（～だ） ima-pota（～より）
山清方言 ［○］○（①型） ［○］○◎ ［○］○◎◎












① ［○］］ ［○］○ ［○］○○
α ［○］］ ［○○］ ［○○］○
β ○［○］ ○［○］○
韓国全羅南道麗水方言における2型アクセント 127

















⒜ 大邱（Daegu）方言： ［○］］（①型） ○［◎］◎ ○［◎］◎◎（②型）
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さが3音節以上になると本来の特徴が現れる（例⑵も参照）。
⑻ 単独 -ita/-ta（～だ） -pota（～より）
namu（木） ［○］○ ○［○］◎ ○○［◎］◎
param（風邪） ［○］○ ○○［◎］◎ ○○［◎］◎
tarimi（アイロン） ○［○］○ ○○［○］◎ ○○○［◎］◎
s e nja k’an（鍛冶屋） ○［○］○ ○○○［◎］◎ ○○○［◎］◎
k’ekurakc’i（蛙） ○○［○］○ ○○○［○］◎ ○○○○［◎］◎
so k’arakc’ir（指さし） ○○［○］○ ○○○○［◎］◎ ○○○○［◎］◎
totu nomk’asi（センダン草） ○○○［○］○ ○○○○［○］◎ ○○○○○［◎］◎












の場合は，β とも現れやすく，α と β の対立が失われつつある。






















［○］］ ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○］○／［○○］◎（α）
pom（春） pi（雨） pomp’i（春雨）
［○］］ ＋ ［○］］／○［◎］◎（β） → ［○］○／［○○］◎（α）
ke:（犬） cip（家） ke:cip（犬小屋）
［○］］ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ［○○］○（α）
mur（水） ca nan（遊び） murca nan（水遊び）
［○］］ ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ［○○］○（α）
ka （川） param（風） ka p’aram（川風）
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［○］○ ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○○］○（α）
ka:mki（風邪） jak（薬） ka:mkijak（風邪薬）
［○］○ ＋ ［○］］／○［◎］◎（β） → ［○○］○（α）
mij ek（わかめ） kuk（スープ） mij ekk’uk（わかめスープ）
［○］○ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ［○○］○○（～［○○○］○）18）（α）
nunmur（涙） pata（海） nunmurp’ata（涙の海）
［○］○ ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ［○○］○○（～［○○○］○）（α）
te:chu（棗） namu（木） te:chunamu（棗の木）
［○○］○ ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○○］○○（～［○○○］○）（α）
irpon e（日本語） chek（本） irpon echek（日本語の本）








［○］］ ＋ ［○］］／○［◎］◎（β） → ［○］○／○［○］◎（β）
sur（お酒） cip（家） surc’ip（居酒屋）
［○］］ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○［○］○20）（β）
san（山） thok’i（兔） santhok’i（山兔）





［○］］ ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ○［○］○（β）
k’ot（花） karu（粉） k’otk’aru（花粉）
［○］○ ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ○［○］○（β）
achim（朝） pap（ご飯） achimp’ap（朝ごはん）
［○］○ ＋ ［○］］／○［◎］◎（β） → ○［○］○（β）
kiwa（瓦） cip（家） kiwac’ip（瓦の家）
［○］○ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○○［○］○（β）
param（風） sori（音） paramsori（風音）







［○］］（β） ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○］○／［○○］◎（α）
k’ot（花） ma:r（言葉） k’ommar（花言葉）
k‐im（金） sek（色） → k‐imsek（金色）
⑾の例は，Xが1音節語の β，Yが1音節語の α の組み合わせであり，Zは

















⑿ X Y Z
［○］］（α） ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○］○／○［○］◎（β）
par（足） t‐i （背中） part’‐i （足の甲）
［○］］（α） ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○［○］○（β）
par（足） patak（床） parp’atak（足裏）
［○］］（α） ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ○［○］○（β）
mir（小麦） karu（粉） mirk’aru（小麦粉）













また，4音節語以上の中で，Y＝2音節語以上の時は，Xが α であっても β
になる例が多い。
⒀ 「X＝α」＋「Y＝2音節以上の語」
［○］○ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○○［○］○（β）
kukhe（国会） iw en（議員） kukheiw en（国会議員）
［○］○ ＋ ○［○］○（β） → ○○○［○］○（β）
nunmur（涙） cum eni（袋） nunmurc’um eni（涙腺）

































j eca（女性） ij eca/ k‐ij eca/c ej eca
（この／その／あの）［○：］○／［○：○］◎（α） → ［○○］○24）（α）

























































名詞のアクセントに関係なく Zが α になる。このような結果になるのは，表
4の複合名詞の規則から Xが α の時である。よって het-（初）と phut-（青）は
α と分かる。







































いが，後部（Y）の名詞が α の1音節語と結合した se pam（生栗）・menkim（味
が付いていない海苔）は，Zが α になる。これに対して，後部（Y）の2音節
語名詞と結合した場合は，後部のアクセントに関係なく，Zは β になる。この
ような結果になるのは，複合名詞の規則から Xが β の時である。よって，se -
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